
　「私たちの地域の医療について」
鹿本高校１年

1要旨　

　熊本県の医療について鹿本圏域や地域医療拠点病院、緊

急搬送車による搬送受入などを調べた。　　

2.研究背景/目的・意義　

　コロナ禍によって医療関係のニュースが毎日報道されるよ

うになり、私達の住んでいる地域の医療現場や医療従事者

について調べようと思ったから。

3.研究方法

文献調査：「データで見る熊本県-ほけんの110番【公式】保

険の無料相談・比較・見直し」「熊本県の地域医療における

現状・課題」

4.結果・考察

　日本の平均寿命(平成27年)の男性80.75歳、

女性86.99歳と比べると、熊本県の平均寿命(平成27年)は男

性81.22歳、女性は87.49歳である。これは日本全体で見ると

日本で4番目の、九州で一番の長寿の県である。

出典：厚生労働省「平成27都道府県別生命表」厚生労働省

「平成27年完全生命表」

【熊本県の医療従事者問題】

熊本県の医師の約6割が熊本市に集中しており、「熊本」及

び「芦北」を除く9圏域で全国平均を下回っている。

山鹿市鹿本圏域の医師数は97人、人口10万人当たりの医

師数は187,4人。

H18⇨H28の10年間で熊本市の医師数が521人増加したのに

対し、熊本市外の医師数は74人増加した。

引用：熊本県ホームページ

【熊本県の女性医師】

熊本県の平成28年の医師全体に占める女性医師の割合は

18％、39歳以下の若年層では31,4％。

全国の大学医学部生の約47％が女性。

(文部科学省「平成28年学校基本調査」）

引用：熊本県ホームページ

【鹿本圏域の現状】

人口：50,049人(H31.4熊本県推計人口調査より）　　

医療機関係：6病院、34診療所

※ 企業や介護老人保健施設等の施設内診療所及び健診セ

ンターを除く。(H31.4月現在。医療施設一覧（県医療政策課

作成）より)

医師数：97人（H28.12月現在。三師調査（医療施設従事医師

数）より）

【地域医療拠点病院】

山鹿市民医療センター　

201床（一般197床、感染症4床）〉

① 医師数：常勤医27人 ② 政策医療：救急、がん、心疾患、

糖尿病、感染症

病床数：H31.4月現在。医療施設一覧

（県医療政策課作成）より

医師数：H30.7月現在。H30病床機能報告より

【圏域の特徴】

　　山鹿市医療センター、保利病院、山鹿中央病院で９割以

上の二次救急患者を受け入れ。

【救急搬送車による搬送受入患者者】

◯山鹿市民医療センター

・患者数：1,004人　　　・常勤医師数：27人

◯保利病院

・患者数：512人　　　　・常勤医師数：6人

◯山鹿中央病院

・患者数：359人　　　　・常勤医師数：12人　

◯三森循環器科・呼吸器科病院

・患者数：102人　　　　　・常勤医師数：2人
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患者数：H29.4月〜H30.3月

（厚生労働省 救急医療提供体制の現況調べより）

常勤医師数：H30.7月現在 （H30病床機能報告より）
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【医療機関へのアクセスの状況】

車30分ではすべての住民が医療機関を受診可能。

【医師の勤務状況】

県全体の平均と比較して、二次救急病院の常勤医師数が少

なく、常勤医一人あたりの新規入院患者数、休日夜間患者

数、救急車受入件数が多い。

県全体の平均と比較して、有床診療所の休日・夜間患者数

が多い。

【人口・医療需要の推計】

2036年に向けて、人口・医療需要ともに減少傾向 • 人口に

占める65歳以上の割合は増加傾向（2017年︓36％、2023年︓

40％、2036年︓43％）

［厚生労働省「平成30年度医師偏在指標 作成支援データ

集」を基に熊本県医療政策課作成］　

【県内の看護職員の状況】　

●看護職員数は人口 10万人当たりでは全国平均を上回る

が、病床 100 床当たりで は全国平均を下回っていることに

加え、新卒者の県内定着率が全国平均を下回っていること

などを踏まえると、確保対策のさらなる強化が必要。

●さらに、本県は、全国に比べて高齢化が進行しており、今

後の医療ニーズの増 加に対応するため、在宅医療を推進

する上で要となる訪問看護師の育成も急務。

5.結論・今後の展望

　医療をみんなが受けやすくするためには余計な医療費削

減が必要でそのために病気にならないために生活習慣を変

えることで本当に入院などが必要な方が受診することができ

るし、介護が必要ならばどんな社会資源が使えるのか考え

ていく必要がある。小学校・中学校であった性教育や薬物乱

用防止教室など講師の方に学校に来てもらい学んだことが

あったので、医療や介護を学ぶために直接教えていただく機

会を設けば、身近なものとして捉えることができるし家に帰っ

て家族に話せることもできると思った。
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